
一般社団法人日本産業技術教育学会 会長
村松 浩幸（信州大学）

第65回全国大会(広島)

学会の新しい取り組みについて



技術教育に関する研究を行い、その振興普及および会員
相互の連絡を図り、もって技術教育の発展に寄与する



法人化までの歩み

・1958年 本学会発足
・1984年 日本学術会議登録
・2018年 一般社団法人化
・2022年 支部統合・法人化完成

一般社団法人とは、営利（利益の追求）を目的としない非
営利の人の集まり・団体に対して法人格が与えられたもの

・事務局機能（会計含む）を外注化したことでの運営省力化
→持続可能な学会運営ができるようになった

・法人格を持ったことで，法人としての活動，社会的信用度UP
→受託事業を受けられるようになった



教育系学会の抱える課題

・少子高齢化による会員減
・大学の研究環境，とりわけ教員養成系大学を取り巻く厳しさ
・学校現場を取り巻く厳しさ

・縮小のスパイラルの中で，どのように学会
を発展・維持させていくか

・学術研究と実践支援をどう両立させるか

・限られたリソース，スタッフで学会として成果
を最大化するための方法は何か？



各種事業を受託

・文科省事業やJMOOC事業を受託
・学会外との連係が広がる



実践支援を強化

・全日本中学校技術・家庭科研究会との連係
・実践教育支援サイトの立ち上げ
・実践活性化委員会の立ち上げ



書籍発刊で世の中に情報発信



教育家庭新聞(2021.2.10)

・他学会との連携
・社会に積極的に意見・情報を発信



新設委員会等の取り組み紹介
①「実践活性化のための新展開 －オンライン講座の展開－」

実践活性化委員会委員長 森山 潤（兵庫教育大学）
②「実践事例普及のための新展開 －実践事例書籍の発刊－」

実践事例書籍編集委員会委員長 井手 広康（愛知県立小牧高等学校）
③「技術科教員指導能力認定試験の新展開

－オンライン試験・認定試験本の紹介－」
技術科教員指導能力認定試験委員会委員長 萩嶺 直孝（大分大学）

その他新しい取り組み紹介
④「2023年度の全国大会シンポジウムプロジェクトの紹介」
STEM兼他学会連携担当理事 岳野 公人（滋賀大学）
論文投稿チュートリアル 編集委員長 市原 靖士（大分大学）

⑤「学会賞の新設提案」
担当副会長 田口 浩継（熊本大学）


